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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

本授業は、専門演習I、II、IIIおよび関連科目で学んだ内容を踏まえ、卒業論文もしくはゼミナール論文のための研究を進めていく。そのこ
とによって、論理的な考え方と日本語の書類作成能力及び資料作りのノウハウを学ぶことを目的とする。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method) 演習形式での授業を行う。各自の研究についてディスカッションをする（オンラインを併用する）。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 夏期休暇中の進捗状況の確認 後期のスケジュール確認、再調整を行う。 □

第2回 調査・実験の実施 調査・実験を実施する。 □

第3回 調査結果・データの処理 調査結果及びデータを処理する。 □

第4回 卒業論文（方法・結果）の執筆 卒業論文の執筆を行う（方法・結果部分）。 □

第5回 論文の構成チェック 論文のストーリーについての整合性を確認する。 □

第6回 卒業論文（諸言）の執筆 先行研究のレビューと問題設定の執筆する。 □

第7回 卒業論文（考察）の執筆 1 卒業論文の執筆を行う（考察部分 1） 。 □

第8回 卒業論文（諸言）の執筆 2 卒業論文の執筆を行う（考察部分 2） 。 □

第9回 卒業論文の完成 卒業論文の最終稿を提出する。 □

第10回 演習内発表会の予演 1 予演会の実施し、修正点を見つける 1。 □

第11回 演習内発表会の予演 2 予演会の実施し、修正点を見つける 2。 □

第12回 演習内発表会 演習内発表会を実施する。 □

第13回 まとめ 論文最終稿・パワーポイント資料最終稿の提出する。 □

第14回 ゼミナール発表会 1 演習内で選出された代表者による発表・聴講し、各研究に対する理
解を深める 1。 □

第15回 ゼミナール発表会 2 演習内で選出された代表者による発表・聴講し、各研究に対する理
解を深める 2。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

卒業研究に必要だと思われる書籍・文献を読むこと（2時間） 卒業論文を執筆するために必要なスキルを身につけるための書籍・資料を読む
こと（1時間） 卒業研究を実施あるいは論文の執筆をすること（1時間）

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

論文の原稿は、問題点を指摘、修正指示のうえ返却する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

　 ◆ 2018人間健康DP2 健康、スポーツ、福祉、心理などの分野における問題意識をもち解決方策を探求で
きる。



■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

50% 50%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

演習内でのプレゼンテーションを評価対象課題とする

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 適宜紹介する。

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 上野千鶴子（2018）「情報生産者になる」ちくま新書
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3

4

5


